
第１回臨時教育委員会会議録 

 

１  日程    平成２７年１０月５日（月） 

２  場所    藤井寺市柏原市学校給食組合会議室 

３  案件 

 ○会議録署名委員の指定について 

○教育長の職務代理者の指名について 

○給食組合教育委員会設置の経緯について 

（１）議決事項 

  議案第１号 藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会会議規則の制定について 

  議案第２号 藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会傍聴人規則の制定について 

  議案第３号 藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会事務局事務分掌規則の制定について 

  議案第４号 藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会教育長に対する事務委任等に関する 

  規則の制定について       

議案第５号 藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会公印規則の制定について 

  議案第６号 藤井寺市柏原市学校給食会設置規則の制定について  

  議案第７号 藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会事務局事務処理規程の制定について 

（２）報告事項 

  報告第１号 平成２６年度給食会決算報告について 

  報告第２号 平成２７年度一般会計補正予算について 

４  出席者     教育長          多田  実 

委員           藤本 英生 

委員           粂野 聡史 

委員           三宅 義雅 

委員           吉原  孝 

５  出席職員    給食組合事務局長   

給食課長      

総務課参事          

総務課長代理         

給食係主査           

 

午後２時  委員会開会を宣して日程に入る。 
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○給食課長 

皆様、お揃いですので始めさせていただきたいと思います。 

本日は、当学校給食組合の第１回臨時教育委員会会議でございます。 

藤井寺市と柏原市の教育委員会で給食組合教育委員会の教育委員としてご選出していただきまして、

こころよくご承諾いただきましたことをお礼申し上げます。 

 ありがとうございました。 

   第１回目の臨時教育委員会会議に入ります前に、事務局から本日の傍聴者の報告をさせていただきま

す。 

  本臨時教育委員会会議は、公開しておりますが、本日の傍聴希望者がおられませんでしたので、ご報告

させていただきます。 

  また、この会議の内容につきましては、会議録にまとめ公表する予定にしていますので、会議の内容を

録音させていただきますので、ご理解、ご了承をお願いいたします。 

  （会議資料の確認） 

  それでは、多田教育長よろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

こんにちは。私、本教育委員会の教育長を拝命いたしました藤井寺市教育委員会教育長の多田実と申

します。初めての顔合わせということでもございますので、お手元に出席者名簿を用意していただいて

おりますので、それに従って自己紹介というふうにしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

 

  （出席委員及び出席職員、各自、自己紹介） 

 

○教育長 

ありがとうございました。後ほど、教育委員会設置の経緯についても事務局のほうから、ご説明があ

ると聞いておりますが、ご承知のように地教行法の改正がございまして、新教育委員会制度をいろいろ

と検討する中で、法令上、一部事務組合についても教育委員会を設置しなければならないということが

ございまして、この給食組合も学校給食に関する一部事務組合でございますけれども、教育委員会が設

置されていないという状況に直面いたしました。昨年度、両市教委と給食組合が大阪府並びに大阪府教

委といろいろ協議をする中で、両市議会のほうで設置する方向でという形で議決もいただき、そして本

教育委員会の１回目を迎える運びになったということでございます。昭和４６年以来おこなっているこ

の学校給食ですが、学校給食会の理事会が、その運営については中心的な役割を果たしてきたというふ

うに思っておりますが、こういった教育委員会を設置することによって、より組織としての機能を強く
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するというふうなことをして、より安全で美味しい給食ということに更に推進していくということを考

えております。この教育委員会がそういった役割を担えれば良いのではないかというふうにも思ってお

ります。いろいろ難しい課題もあるように思われます。また、総合教育会議、また大綱の制定というこ

とで、管理者のほうからも、いろいろと提案もされるだろうというふうにも思っております。いろいろ

と課題はありますが、なんとか着実に、また円滑に進めていければというふうにも思っておりますので、

ご協力方、どうぞよろしくお願いします。 

それでは、案件のほうに入らせていただきます。お手元の次第のほう、ご覧いただきたいと思います。

本日の会議録の署名委員でございますが、吉原委員のほうで、よろしくお願いしたいと思います。なお、

吉原委員の次には藤井寺のほう、それから柏原のほう、そして藤井寺というふうに順番にお願いをさせ

ていただこうと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それから、案件のふたつめでございます。一応、地教行法の第１３条第２項に基づいて、教育長の職

務代理者をこの委員会で指名するということになっております。人事案件ということですが、このまま

進めさせていただいて、よろしいでしょうか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

はい、では、どなたか立候補される方、おられますでしょうか。 

おられないようですので、ひとつ提案させていただきますが、一応、教育長は藤井寺市から、私が拝

命しているということもございますので、両市の委員会ということでもございますから、吉原委員のほ

うに職務代理者をお願いするということで如何でございましょうか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

はい、異議なしということでございますので、吉原委員のほうで、恐れ入りますが、どうぞよろしく

お願いいたします。 

それでは、３点目のほうにいかせていただきます。給食組合教育委員会設置の経緯についてというこ

とで、改めて事務局のほうからご説明をお願いします。 
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○給食課長 

当給食組合は、昭和４５年１２月に大阪府知事から給食組合設立の許可を受け、昭和４６年１０月か

ら小学校給食を開始し、平成２６年４月からは、中学校給食の共同調理を行っております。 

また、学校給食の管理、運営につきましては、現在まで、藤井寺市と柏原市の教育委員会、全小学校

と中学校の学校長、学校関係者からなる学校給食会を組織して給食事業の充実発展と運営の円滑化を図

って今迄来ております。この度、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う関係法規

の見直し過程において、給食組合に教育委員会を設置するため、給食組合規約の変更に関する議案が、

両市の市議会に提案され、可決されました。その後、規約の一部変更については、平成２７年８月５日

付けで大阪府知事より許可されました。 

以上のことにより、給食組合の関係条例等も整備する必要となり、平成２７年９月９日の給食組合議

会において、関係条例等を提案し可決されましたことをご報告させていただきます。 

本日の給食組合教育委員会議におきましては、教育委員会設置に伴います規則及び規程の制定につい

て、ご説明させていただきまして、ご審議を賜り、ご可決をお願いするものでございます。 

以上簡単ではございますが経緯についてご説明させていただきました。 

 

○教育長 

はい、ありがとうございました。何か、この経緯の説明に関わって、ご質問等ございましたら、お願

いしたいと思いますが。 

よろしいでしょうか。 

はい、それでは続いて、次第のほうの議決事項というほうに入りたいと思います。議案第１号、藤井

寺市柏原市学校給食組合教育委員会会議規則の制定について、事務局のほう、ご説明をお願いします。 

 

○給食課長 

（１）議決事項でございますが、これから説明させていただく規則及び規程につきましては、両市の

教育委員会、法規担当課のご協力のもと協議を重ねまして作っておりますが、今後、内容に不備な箇所

があれば改善していきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

（藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会会議規則の説明） 

 

○教育長 

よろしいですか。 
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○給食課長 

定例会の回数ですが、年３回招集としていますが、時期としては、第１回目は、２月の初めごろに理

事会がございまして、新年度の給食日程、給食費等を承認していただいた内容について、ご決定してい

ただくことになりますので、２月の後半ごろに定例会を予定しております。２回目でございますが、給

食会の決算は７月中ごろに理事会がございますので、決算の報告を７月の後半ごろにさせて頂きたいと

思います。３回目は１１月後半に予定しておりまして、１１月中ごろに給食組合議会がございまして、

給食組合の決算報告をさせていただく予定にしております。また、議会で議決が必要な案件がございま

したら臨時会を開催する予定にしておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

○教育長 

はい、第２条の第２項、定例会は年３回ということですが、その根拠をご説明いただいたというふう

に思います。どこからでも結構ですので、全般にわたって何か、ご意見ご質問などありましたら、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 

○教育委員 

尐し気になったのは、事件、事件と、たくさん出てきますが、案件というような表現のほうが良いの

ではないかと思いますが、如何でしょうか。 

 

○給食課長 

この規則を作るにあたりましては、藤井寺市教育委員会会議規則を基に作らせていただいております

ので、文言等は替えておりません。 

 

○教育長 

柏原のほうも、こういう表現ですか。 

 

○給食課長 

管理市が藤井寺市でございますので、藤井寺市教育委員会の規則等を基にしております。 

 

○教育委員 

行政用語ですね。 

 

 



- 5 - 

 

○教育委員 

確かに、一般的には案件などの表現のほうが良いかなと。一ヶ所だけでなく、いろんなところに事件

と出てくるので、尐し気になるかなと思います。 

 

○教育長 

こういうのは、一般的に使われている表現なのでしょうか。 

 

○教育委員 

そうですね。まさに行政用語ですね。一般的に事件と言えば、刑事事件とか。あれも刑事だから、そ

ういった印象が強いだけで、こういう行政上の案件というのは、すべて事件という言い回しになろうか

と思います。 

 

○教育長 

はい、ちょっとまた検討するとして、一応、行政用語ということで、この表現でご了解いただきたい

と思います。ほか、よろしいでしょうか。 

では、今の両市の教育委員会の会議を行なうにあたっては、こういう形で実施されているということ

もございますので、回数とは全然違いますが、一応、こういう形で了解いただくということでよろしい

でしょうか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

そうしましたら、議決いただいたということで、よろしくお願いします。 

それでは、続いて議案第２号、藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会傍聴人規則の制定について、

よろしく、説明をお願いします。 

 

○給食課長 

藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会の傍聴人規則につきましては、藤井寺市教育委員会傍聴人規

則（昭和４１年藤井寺市教育委員会規則第２号）の規程を準用する。 

資料№１として、藤井寺市教育委員会傍聴人規則を提示させていただいております。この規則を遵守

していきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 
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○教育長 

はい、藤井寺市教育委員会の傍聴人規則を準用する形で制定するということでございますが、柏原市

のほうの内容はお聞きしていないのですが、良く似たものでしょうか。 

 

○教育委員 

そうですね、一緒ですね。 

 

○教育長 

一緒ですか。実際に藤井寺市の教育委員会でもあったんですが、ぎりぎりに来られて、傍聴されると

いうケースがありました。第２条を見ますと、会議開催時刻の１０分前までに、受け付け簿に住所及び

氏名云々という部分がございますので、退席いただいたという経験もございます。そういった形で、一

応、傍聴人規則については、藤井寺市教育委員会の傍聴人規則を準用するという形で制定するというこ

とでございますが、ご了解いただけますでしょうか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

それでは、全会一致で議決ということにさせていただきます。 

それでは続きまして、議案第３号にまいります。藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会事務局事務

分掌規則の制定について、事務局のほうから、説明よろしくお願いします。 

 

○給食課長 

（藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会事務局事務分掌規則の説明） 

 

○教育長 

はい、ありがとうございます。これは、現在も、一定、こういう組織でされているというように思い

ますが、教育委員会の設置に関わって何か変わった部分はありますか。 

 

○給食課長 

  今までは、給食組合事務局の総務課で給食に関係するすべての事務を行ってきましたが、教育委員会が

設置されたことで、新たに給食課ができまして、教育委員会事務が増えた分を庶務係で分掌することにな

ったということです。 
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○教育長 

教育委員会関係の事務が増えた分を庶務係として、一応、対応するという形で整理されたということ

なんですね。ありがとうございます。それでは、委員の皆さま、ご質問やご意見等あれば、よろしくお

願いします。 

 

○教育委員 

８ページの庶務係のところと給食係のところの最後、その他教育委員会に関し他の係に属さないこと

とあるのは、人ではなくて事柄が属さないということですね。 

 

○給食課長 

はい、そうです。 

 

○教育委員 

そのあたり、誤解の無いように尐し付けくわえた方が良いのではないかなと思います。 

 

○教育長 

今、ご指摘があったように、事務又は業務を入れておく方が、誤解が無いであろうというふうに思い

ますので、その点、よろしくお願いします。 

 

○教育委員 

以前の組合組織の中に、会計係というのがありますが、これはどうなりますか。 

 

○総務課参事 

従来、教育委員会が出来るまでは、総務課の１課体制で、総務係、給食係、会計係と、現場のほうで

あります業務第１係、業務第２係という５つの係でやっておりました。今般、教育委員会を設置するこ

とによりまして給食課という新しい課を設置させていただきまして、その中に教育委員会に関する事務

についての取り扱いをするために、新たにこの庶務係というものを設けさせていただいております。従

来からございました総務係、会計係につきましては給食組合総務課の中に、総務係と会計係という形で、

これまで通りと言いますか、事務のほうは行なっていくという形になっておりまして、教育委員会が出

来ることによりまして、給食課という新しい課を作りましたので、そちらのほうの分だけが、今回の教

育委員会のほうにお諮りして、議決をいただきたいということにさせていただいております。 

 

 



- 8 - 

 

○教育委員 

そういう意味で、先ほどの庶務係の最後、その他教育委員会に関し他の係に属さない内容というのが、

今、説明のあった内容が含まれると理解してよろしいですね。 

 

○総務課参事 

この庶務係の第８号にあります、その他教育委員会に関し他の係に属さないことは、教育委員会に関

することですので、ここの他の係は、給食係や業務第１、第２係に属さないことは、庶務係でやりまし

ょうということで、総務課総務係や総務課会計係であったりのことにつきましては、あくまでもそちら

のほうでやっていくということでございます。 

 

○教育委員 

なるほどね。組合議会の下に総務課があって、教育委員会の下に給食課があるということですね。そ

れで総務課の中に総務係と会計係があって、教育委員会が所管する給食課の中にこれらの係があるとい

うことですね。なるほどね。このパンフレットの図も変えておいた方が、わかりやすいですね。 

 

○教育委員 

しおりの中に、管理運営というのがありましたね。 

 

○総務課参事 

しおりの中では、管理組織としての給食組合と、運営組織としての給食会という表現になっておりま

す。 

 

○給食組合事務局長 

すべて、これも変えなければいけないと考えております。 

 

○総務課参事 

こちらのしおりは、本年４月に作成しましたものを配布させていただいておりますので、かなり不整

合な部分もございますので、それらを見直して、来年度以降は作成していきたいと考えております。 

 

○教育長 

ありがとうございます。学校給食会の関係の、給食費の会計でありますとか、これは給食係の第９号

の学校給食会に関することの中に入っているという形で受け止めてよろしいですね、はい。 

他に、よろしいでしょうか。 



- 9 - 

 

それでは、今、非常に大事なお話があったと思いますが、他の資料等、内容の見直し、整合等、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 

○給食組合事務局長 

今の三宅先生のご意見で、文言はこのままで良いということで理解させていただいてよろしいですか。 

 

○教育長 

庶務係の第８号と給食係の第１０号の件ですね。 

 

○教育委員 

事務又は業務というような文言が入るほうが、より明確になるように思いますね。 

 

○総務課参事 

そうしましたら、庶務係の第８号をその他教育委員会に関し他の係の事務又は業務に属さないこと。

給食係の第１０号をその他学校給食に関し他の係の事務又は業務に属さないこととさせていただいてよ

ろしいでしょうか。 

 

○教育長 

はい、そういうことで良いんじゃないかなと思います。ありがとうございました。 

他に何かございますか。 

それじゃ、他の資料の見直しをよろしくお願いしたいと思います。では、今のご指摘部分の表現を変

えるということで、議案第３号をそういう形で承認いただけるということでよろしいでしょうか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

ありがとうございます。それでは、議案第４号にまいります。藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員

会教育長に対する事務委任等に関する規則の制定についてということで、事務局のほう、説明お願いし

ます。 

 

○給食組合事務局長 

この説明ですが、一言一句、すべてを読まないでもよろしいでしょうか。 
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○教育長 

前もって資料をお渡しいただいてますので、ポイントのところだけで良いかと思います。そのあたり、

簡潔で結構です。 

 

○総務課参事 

それでは、藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則というこ

とで、どのようなことを教育長に事務委任することが出来るかということを定める規則でございます。

第２条をご覧いただきたいと思います。この第２条の中に掲げる事項を除いて、教育委員会の権限に属

する事務を教育長に委任するということでございます。この第１号から第１１号に出てくる部分につき

ましては、教育委員会の権限でこの事務を行なっていくということで、ここに出てくる以外のことを教

育長に事務委任するという規則でございます。除く事項のところだけ読ませていただきます。第１号、

学校給食に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。第２号、委員会規則その他委員会

の定める規程の制定又は改廃に関すること。第３号、委員会の所管に属する学校給食センターの施設（以

下「給食センター」という。）の設置及び廃止に関すること。第４号、委員会の職員の任命その他の人事

に関すること。第５号、法第２６条の規定する教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

に関すること。第６号、法第２９条の規定により予算その他の議会の議決を経るべき議案について意見

を申し出ること。第７号、重要な教育財産の取得を申し出ること。第８号、給食センターの敷地を選定

すること。第９号、給食センターの建物の工事の計画を決定すること。第１０号、請願及び訴訟に関す

ること。第１１号、法第１条の４第４項の規定による総合教育会議の招集を管理者に求めること。ただ

いま申し上げましたこの１１の項目については、教育長に事務を委任していないということをこの規則

で定めるというのが、一番大きな点かなと思います。 

 

○教育長 

はい、ありがとうございました。これは、一般の教育委員会でもよく似た内容かと思います。重要な

事項が全部、委員会の議決を通してということが原則であろうと思います。教育長の報告すべき事項等

も書かれておりますが、これも、一般に見られるものというふうに思います。いかがでしょうか。ご意

見、ご質問等ございますか。 

 

○教育委員 

これは、どこかの分をひな型にされてますか。 

 

○給食課長 

この規則につきましても両市の教育委員会と協議してまとめたものでございます。 
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○教育委員 

ちょっと気になったのは、第２条第５号、法第２６条の規定する教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価に関することとありますが、これは第２６条の、とするより、第２６条に、とする

べきではないですか。その下の、２９条の規定により、ならいいのですが。 

 

○教育長 

そうですね。第５号は、法第２６条に、の方が良いですね。よろしいでしょうか。 

はい、ほかはよろしいでしょうか。 

それでは、承認いただけますか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

はい、それでは全会一致で承認ということで、よろしくお願いします。 

それでは次にいかせていただきます。議案第５号、藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会公印規則

の制定について、事務局のほう、よろしくお願いします。 

 

○給食課長 

藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会公印規則も藤井寺市教育委員会の公印規則を基に作らせてい

ただいております。給食組合教育委員会の公印を新たに作るために規則で定め、内容を別表で示して、

名称、寸法、用途、管守者を定めさせていただきました。また、様式第１号から様式第３号で示してお

ります公印台帳、公印事故届、公印廃止届の様式で管理していきたいと思っております。公印の名称は、

藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会之印と藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会教育長之印の二

つ作る予定にしております。大きさにつきましては、教育委員会之印で正方形の一辺が２４㎜、教育長

之印が尐し小さい２１㎜とさせていただきました。 

以上でございます。 

 

○教育長 

はい、ありがとうございました。これは、柏原市もよく似た内容かと思います。あまり、見ないもの

で、表現等のことがありますが、これで結構かと思います。 
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○教育委員 

これは、具体的にこの印を押印して発出する公文書というのは、例えば市の教育委員会なら教育委員

会表彰などがありますし、教育長の公印は、校長などに公文書として送るのに公印を押して送りますね。

組合の教育委員会の印と組合の教育長の印というのは、具体的にはどういったものに押印することが考

えられるのですか。 

 

○給食課長 

まず、教育委員会議の招集告示と公布する際にも教育長の印が必要となります。 

 

○教育委員 

教育委員会議を開く時の告示に教育長の印が必要ということですね。 

では、教育委員会の印というのは。 

委員会事務局の職員の任命に要りますね。給食課の職員の任命権者、教育委員会が任命権者だから、

辞令は、この教育委員会の印が必要になると。 

 

○給食組合事務局長 

はい、そうです。 

 

○教育委員 

これまでは、その方々の分は、組合の管理者の印だったわけですね。 

 

○給食組合事務局長 

はい、そうです。あと、教育委員会議で決定事項があり、例えば管理者に報告する場合でも、教育委

員会の公印というのが必要になってまいります。このあとこれを公布して、この印が学校給食組合教育

委員会の印であるということを住民の方々にお知らせしなければなりませんので、大変重要なものでご

ざいます。 

 

○教育長 

はい、ありがとうございます。ほか、よろしいでしょうか。 

それでは、この件につきましても、ご承認いただけますでしょうか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 
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○教育長 

はい、では、承認ということで、よろしくお願いします。 

続きまして、議案第６号にまいります。藤井寺市柏原市学校給食会設置規則の制定について、事務局、

説明をお願いします。 

 

○給食課長 

冒頭で学校給食組合の経緯について説明させていただきましたが、藤井寺市柏原市学校給食会は、今

迄、給食業務を円滑に行ってまいりましたが、給食組合に教育委員会が設置されましたことにより、こ

の給食会を教育委員会で管理監督することになりますので、給食会設置規則を定めるものです。 

この規則の第２条の会則でございますが、教育委員会設置に伴い今迄の会則の内容を変更する必要が

ございますが、給食会会議（理事会）には、まだ、給食組合に教育委員会が設置されたことを報告して

おりません。会則の変更につきましては、まず、給食会会議（理事会）に諮りまして、その後、教育委

員会会議でご承認いただくことになりますので、よろしくお願いいたします。今回ご提示させていただ

いております会則で給食会のことについて、尐し触れさせていただこうと思います。 

この会則に則って、給食会会議（理事会）により、給食事業について協議し承認、決定を行っていた

だいております。給食会の組織としましては、給食を実施する両市の全小学校と全中学校の学校長、教

育委員会事務局、学校給食関係者として保護者代表の方々にもご参加願いまして理事会を開催しており

ます。給食会の事業でございますが、第４条 本会は、その目的を達成するため次の事業を行うとして

います。事業でございますが、（１）学校給食に要する物資の共同購入と共同献立に関すること。（２）

学校給食に必要な調査研究に関すること。（３）その他本会の目的達成に必要な事項。となっておりま

す。それ以外に年間の給食回数や月額の給食費、給食の分量や栄養摂取量、内容、アレルギー問題、食

育、給食費の滞納問題等も協議して決定していただいております。 

第５条 本会の役員の方々でございますが、会長、副会長につきましては、輪番で両市の教育長にお

願いしております。理事の３５名は、学校長、市の教育委員会事務局、保護者代表の方々です。会計、

会計監査については、保護者代表にお願いしております。第１０条で本会の会議は理事会とするとして

おります。第１１条では、本会には、次の委員会を設けるとしています。理事会の傘下に５つの委員会

がございます。この委員会について簡単に説明させていただきます。まず、（１）物資納入業者選定委

員会ですが、年２回開催しております。ここでは、学校給食物資を取扱う業者として衛生管理等、適切

に管理されている業者を選定する委員会で、毎年、書類審査を行いまして登録業者の承認を行っていま

す。新規業者につきましては、工場の視察も実施しております。 

（２）物資購入委員会は、年２７回開催して、給食で使用いたします食材料を給食会で定めた規格を

もとに良質で安全、低廉な物資を入札方法で購入業者を決定しています。 

（３）献立委員会は、年６回開催しまして、献立の調査、研究を行い、学校や保護者の方々の意見を
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考慮しながら実施献立を決定しております。 

（４）給食主任会は、全小学校と中学校の給食主任の先生方にお集まりいただいて、より良い学校給

食を実施するための研究協議を行って、学校での給食についての意見等、情報交換をしながら食育指導

や給食業務に役立てています。開催につきましては小学校として年５回、中学校として年５回、実施し

ています。 

（５）給食費対策委員会は、年２回開催しまして、学校給食を適切に実施していくための滞納対策や

今後の問題点について協議しております。 

第１２条の本会の会計は、保護者負担の給食費等の収入をもってこれにあてるとなっております。保

護者からの給食費については、全て給食に使います食材料の購入に充てており、職員の人件費や光熱水

費等には、支出しておりません。決算につきましては、保護者代表の監査委員に決算の監査を受け、理

事会に諮りまして、承認していただいております。この給食会会則は、今説明いたしました各委員会の

規則、規程、基準についても定めています。 

以上でございます。 

 

○教育長 

はい、ありがとうございます。今、ご説明いただいたんですが、この部分を充分確認しておかなけれ

ばいけないと思います。これまで、教育委員会が存在しない中で、この給食会の理事会が、最高議決機

関的な役割を果たしてきました。これは、ＰＴＡであり、教育長であり、給食組合であり、学校長であ

りといった方々が構成員として、組織されているというようなことで、そういった役割が果たされてき

て、これまで円滑に行ってきていただいたという実績もあろうかと思います。そんな中で、今回、教育

委員会が設置されるということで、２１ページの趣旨のところにもありますように、教育委員会の下に、

事業の推進と適正な管理を図るため、藤井寺市柏原市学校給食会を設置し、ということで、設置が、一

定、公的に位置づけられるというような意味でございます。私も、事前に調整する中で、気になる部分

については申し上げさせていただきました。会則の変更については、２条の第２項に教育委員会の承認

が必要というふうに書かれております。それから、次の第４条の財務のところですが、これは、給食会

について、報告となっていて、承認というのは、ここには無いわけですね。このことについては、一応、

事務局のほうで、いろいろ関係の市の法規とも確認していただいた結果、報告という部分で良いのでは

ないかというふうなご意見をいただいたということでございます。それから、２２ページのほうで内容

になりますが、先ほどの会則のほうですが、会計のところの第１３条に、本会の予算及び決算はという

ような文言になってますが、今回の設置規則については、予算というのは無いですね。決算だけという

ことになっております。これは、実態に即してというようなことで、このようになったというふうに聞

いております。このあたりの整合ということについても、これから課題になってくるかと思いますが、

そのあたりもちょっと、この場でということにはならないにしても、一定、整合のほうは、よろしくお
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願いしたいと思っております。先ほどの、報告だけですから、教育委員会は責任を持たないで済むと、

いうふうなことでもないと、理解はしているところですが、一定、そういうような、事前の意見交換も

ございました。そういうことも含めて、何か、ご意見、ご質問等ございましたら、よろしくお願いしま

す。 

 

○教育委員 

今のところ、報告事項になっている事業計画や決算、これは報告事項ではありますが、これは委員会

で一応、承認する形になるわけですね。ただ、その内容が駄目だということではなくて、その出された

ことを委員会として承認するということになるわけですね。給食会のほうでこれらを決められて、その

結果を報告していただいて、それを承認するという手続きを踏んでいくということですね。 

 

○教育長 

教育委員会の会議の中では、承認する形にすることが、教育委員会を設置する趣旨から言えば、必要

であろうと思います。 

 

○給食組合事務局長 

案件の中の最後に、報告事項を付けております。また同じような内容になろうかと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

そういうことで、会議の中では、給食理事会でご説明いただいた内容でありますとか、そういった資

料を提出いただいて、ご説明いただくということになるかと思います。 

ほか、よろしいでしょうか。 

それでは、一応、こういう形でご承認いただけますでしょうか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

はい、それでは承認ということで、お願いします。 

では、次、議案第７号、藤井寺市柏原市学校給食組合教育委員会事務局事務処理規程の制定について、

事務局、よろしくお願いします。 
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○給食課長 

この教育委員会事務局事務処理規程でございますが、教育委員会の予算を執行するに当たりまして、

教育長、課長、係長の専決事項として、庶務に関する事項、人事に関する事項、財務に関する事項を定

めさせていただくものでございます。内容につきましては、藤井寺市教育委員会事務局事務処理規程と

給食組合事務専決規程をもとに給食組合教育委員会に必要な事項を精査いたしまして作っております。 

給食組合教育委員会の組織としては、一つの課でございますので、市での規模とはかなり違ってまいり

ます。まず、庶務に関する事項でございますが、教育長、課長、係長の専決する事項について定めさせ

ていただいております。人事に関する事項でございますが、教育長、課長、合議の専決する事項につい

て定めさせていただきました。財務に関する事項と支出科目別専決事項表に掲げております金額等でご

ざいますが、市の予算規模とかなり違いますので、給食組合の予算を考慮いたしまして、教育長の専決

する額を定めさせていただきました。支出科目別専決事項表の支出負担行為・支出負担行為兼支出命令、

支出命令につきましては、予算執行にあたりまして、各科目ごとの専決について定めさせていただきま

した。 

  以上でございます。 

 

○教育長 

ありがとうございました。一応、教育長のもとに委任されている事項ですが、そういったことで円滑

に事務を遂行していくというふうな形で決められている規程ということで、どちらの教育委員会にも、

こういう形がありますが、一応、財務関係については予算総額等を勘案して、バランスを考えて上限や

下限の金額を決定されたというようなご説明もございました。この教育委員会が出来たことによって、

教育長が存在するということによって、これまでは、管理者のほうで決裁されているケースが全てであ

ったと思いますが、ひとつの組織が出来ることによって、こういうところも見直さなければいけないと

いうふうになったものでございます。金額が適正かどうか、このあたりはちょっと、予算の総額との関

連ということもありますので、なかなか意見を言いづらいところではありますが、先ほどの訂正で、人

事に関することを事項に差し替えということだけですが、ほかに何か、ありますでしょうか。 

 

○教育委員 

２８ページの７号、５０万円以上の物品購入、これは課長のところが空欄になってますが。 

 

○総務課参事 

この第７号につきましては、５０万円以上、３００万円未満は教育長の専決事項、ただ、この場合に

は事務局長の合議をいただくということです。特にここに書いておりません５０万円未満のものについ

ては、課長決裁ということにさせていただくということです。 
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○教育委員 

課長が５０万円未満ということですね。 

 

○教育委員 

上の６号と同じということですね。 

 

○総務課参事 

ここに５０万円未満と入れますと、事務局長の合議をもらわないといけなくなりますので、入れてい

ないということです。 

 

○教育委員 

決裁権者と合議とは別ですよね。 

 

○総務課参事 

別です。 

 

○教育委員 

第７号自体が、５０万円以上の物品購入云々と書かれていますよね。 

 

○教育委員 

なるほど、５０万円未満だったら、最初からここに出てこないということですね。 

 

○総務課参事 

ここにありますのは、財務に関する専決事項としてのことで、執行伺いにつきましては、別表第４の

ほうの支出科目別専決事項のほうにでてまいりますので、３０ページの需用費修繕料のところに出てき

ますように、それぞれの金額に応じて、５０万円以上、３００万円未満については教育長の専決事項。

５０万円未満については課長の専決事項ということで書かれておりますので、ご理解いただきたいと思

います。 

 

○教育委員 

なるほど、わかりました。 

あとでご説明があるのでしょうが、財務のこと、それから先ほど、教育委員会規則で、学校給食会の

設置について議論しましたけれど、学校給食会の権限については、共同購入とか、そういったお金の出
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し入れについても、教育委員会規則で定めた学校給食会の権限ですね。それで、学校給食会が、決算な

り予算なりを議決して、教育委員会は、設置した上部になるのに報告だけですね。だから、教育委員会

の組織と管理者の組織の権限が、非常に分かりづらいというか、お金の出し入れは学校給食会が権限を

持っていると言いながら、それは教育委員会の所管であると。 

 

○給食組合事務局長 

学校給食会のお金の出し入れは、学校給食会の中で職務権限を設けておりますので、給食費に関する

ことについては、すべて教育長。 

 

○教育委員 

先ほどのところで、報告するとなっていましたが、否決はできないんですね。 

 

○給食組合事務局長  

教育委員会に報告する学校給食会の決算と、組合の予算と決算の中で教育委員会に関するもの、予算

でしたら(款)教育費として歳入歳出するものになってくるわけです。 

 

○教育委員 

お預かりしているお金の出し入れの権限は、すべて学校給食会が担っているということですね。だか

らこれまで、教育長も私も決裁していましたね。あれは今まで通りで変わりないということですね。 

 

○教育長 

そうですね。先ほども尐し申し上げたように、三宅先生からのご指摘もあったんですが、一応、報告

と書いてありますが、中身に疑義があったりというようなことは、そしたら報告だけですからというふ

うなことですと、委員会として、私たちは知らないですということになって良いのかと。それで、教育

委員会を置く意味があるのかということで、私は承認というのが必要ではないかなというご意見も申し

上げたんですが。 

 

○教育委員 

両名が、その中の組織に入っているからという部分もね。 

 

○教育長 

ただ、会議の中では、やはり承認という、一定、先ほどの文言は報告だけですが、どなたか委員さん

から、ここはというようなご指摘があれば、やはり、はいそうですかというわけにはいかないと思いま
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すね。 

 

○教育委員 

どうなんでしょうか。両市の法規などにもご確認いただいてるということですが、ここは今、教育長

が仰ったように、仮に不正な支出などがあった時には、最終責任をどこが取るのかということになった

時に、学校給食会が取らないといけなくなりますね。教育委員会ではなくて。 

 

○給食組合事務局長 

保護者からいただくお金については、給食会の会長権限になってきております。 

 

○教育委員 

公費とは別の預かり金会計というようなカテゴリーになってきますね。 

 

○給食組合事務局長 

私会計に近いものになってきます。私会計であって私会計で無いというところがあって、今、総務省

などでも、公会計に変えていきなさいという指導が出てきており、大阪市などは公会計になってきてお

ります。 

 

○教育委員 

ＰＴＡ会費などと一緒ですね。お預かりしたお金を誰が責任を持つのかという 

 

○給食組合事務局長 

公会計ということも、近々、考えないといけないと思っています。 

 

○教育長 

滞納の問題も、裁判ということを考えれば、公会計である必要があるというようなこともありますか

ら、そういう意味で、教育委員会というのは公的なものですから、公的なものの下に任意の学校給食会

が設置されていると。教育委員会の規則という形で。仰るように財務関係で疑義があれば、教育委員会

としては、やはり、指摘する必要もありますし、そんな中で、この報告だけで良いのかというのは、私

も課題として未だに残っているんですがね。これは、会議の中では一応、全委員の皆さんに了解をいた

だくというふうなことは必要かというふうには思っております。 
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○教育委員 

やはり教育委員会という公的なものが、当事者になる必要があると思いますね。民民になってしまう

んですね。学校給食会と保護者という。それは、どうなんですかね。 

私は、教育委員会の下の組織だから、当然、その上の教育委員会なり管理者なりが、行政訴訟を起こ

したり、それも費用が掛かってきますので、それも含めて出来ると思っていましたけど、単に任意団体

で、予算決算が報告だけで、権限が無いとなれば、訴訟を起こせないような気がしますね。 

 

○教育委員 

尐し戻ってしまいますが、２１ページの第２条の第２項の中にも、会則を変更する場合、承認を得な

ければならないという、あくまでも委員会の下に学校給食会があるという位置付けで良いわけですよね。 

そうすると、給食会のほうで会計処理を全部してもらって、会計監査などを行ない、そこで承認しても

らったものを報告してもらうということは、当然、必要になるし、報告されたものを承認という流れに

ならないといけないのではないかなという気がしますが、そうでないとここで教育委員会の中に学校給

食会を設置する意味が無いという気がします。ただ、今まで、給食会が中心になってすべてやってきて

いて、いきなり教育委員会が出来たために、そこの事務の流れがこういう形になっていると思います。

実際に実務をされるのは給食会のほうで、すべてやっていただいて、最終的なところは、今、教育委員

が仰ったように、公的なところで表に出る流れが明確になっていた方が、訴訟などの時には、より、や

りやすくなってくるのではないかなと思います。 

 

○教育委員 

公会計っていうのは議論されていますか。 

 

○給食組合事務局長 

まだしていないです。大阪府下でも、ごく尐数の市しか導入されておりません。 

 

○教育委員 

むしろ、府立の学校などは公会計というよりは、ネットバンキングを使って、出入りをすべて金融機

関に残るような形で、しかも手間のかからない、銀行に行かなくても決済が出来るというようなことに

して、それ以外のお金は置かないというか置けない、修学旅行の積み立てなども全部ネットバンキング

ですね。だから、そういうふうな方向性も無くはないですね。でも、訴訟の時には、やはりそれでは行

政が出て来れないですね。任意団体である学校給食会が、原告になる。それはもう、それでいくとなれ

ば、それはそれでね。いかざるを得ないのかなと。ただ、その時には、給食会の会長、副会長というの

は、我々なのでねぇ。 
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○教育長 

そういう立場に立てるのかどうか。学校給食会そのものがね。あくまでも任意の団体ですから。だか

ら、今回、教育委員会という、趣旨にあるように、適正な管理を図るという趣旨のもとを考えれば、や

はり財務についても、報告し、承認という形が普通だろうと。だから、決して派生することを我々のほ

うで、それを出すとかの意図は無いように思います。 

 

○教育委員 

今、現時点でも、理事会のメンバーというのは、ＰＴＡ代表の方もたくさんおられるでしょう。情報

も出来るだけ、特定の学校の滞納が多いとか、ご家庭の経済状況がわかるようなものは、一定の配慮が

必要ということでやってますよね。その限りにおいては、その状況で、教育委員会議の議事録として公

表するというのは、別に大丈夫だと思います。当然、個人情報に類するものだとすれば、インセンティ

ブ情報とまではいかないでしょうけど、それは充分、根拠としてあるわけですから、公表しなさいと言

われても、いえ出来ませんと言える範囲のことだと思いますよ。それであるならば、承認権限も、教育

委員会においておくほうが、将来的に良いかなという気はしますけどね。再度、ご確認いただくことは

出来ますか。 

 

○教育長 

ちょっと、元に戻ったような形になりましたが、２１ページの第４条ですが、委員会に報告し、承認

を得なければならないという、実際はそういうふうにせざるを得ないと思いますので、その拠りどころ

についても、実態に合わせて変えておくと。ただ、それに伴って、いろいろな問題点については、それ

はやはり、教育の一環として、その都度、考えていく、判断していくということで、一応、第４条につ

いては、そういう形が望ましいということでよろしいですか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

それでは、戻って悪いですが、第４条については、報告し、承認を得なければならないといふうに変

えていただきたいと思います。 

 

○給食組合事務局長 

参考までに、よろしいですか。今、専決に関する事項、財務に関する事項、それと別表第４の支出科

目別専決事項等、金額的なものですが、今まで、組合の事務局長は２００万円未満という決裁権でさせ
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ていただいております。教育長は特別職ですので、同等の金額ではいかがなものかということで、３０

０万円にさせていただいております。その関係上、合議が必要なところにつきましては、総務課長と事

務局長というふうにさせていただいております。その点、ご了承お願いしたいと思います。 

 

○教育長 

よろしいですね、今の件。はい、すみません、前後して申し訳ないですが、事務処理規程の件、今の

ことも含めて、よろしいでしょうか。 

 

○委員一同 

    「異議なし」の発言 

 

○教育長 

それでは、一応、事務処理規程についても承認ということで、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○給食組合事務局長 

報告事項にいきます前に、教育委員会が設置されます機構について尐しだけ、お示ししたいと思いま

す。事務局の組織図ですが、９月３０日と１０月１日の予定ということでさせていただいておりますが、

教育委員会が出来たことに対しまして、職員を増員することは出来ませんでした。ですから、今まで１

課体制で総務課だけ、組合事務局の中で総務課だけという体制が９月３０日でございます。１０月１日

以降は、教育委員会が設置されたということで、教育委員会事務局が入っております。その中で職員の

振り分け、兼務も入れた振り分けでございます。一応、こういう形で発令式を１０月１日付けで行う予

定にさせていただいております。今までは、総務課１本でしたので、管理者から命じられておりました

けれども、今回は、管理者が教育委員会へ出向させるという辞令を交付し、教育委員会から、給食課長

以下、各係の職員について辞令を命ずるという形になります。９月３０日までは、事務局長だけが私で

したけれども、今度は、総務課長を兼務すると。総務課長が給食課長になります。いわゆる、この給食

課長のほうから管理者が教育委員会事務局に出向を命ずるという形になります。それで、教育委員会名

で給食課長を命ずるという形をとらせていただきます。業務係の調理員等は、配置替えはございません。

一応、総務課の中の業務係が、給食課の中に移るということでございます。先ほど尐しでました会計係

につきましては、今までと同じように総務課の中にございます。会計管理者事務処理規程もございます

ので、そういう形にさせていただいております。以上、簡単に報告させていただきました。 

 

○教育長 

今、ご説明いただいた教育委員会事務局の下にある給食課長、課長代理、それから庶務係長、これは
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全部、出向という形ですね。 

 

○給食組合事務局長 

はい、教育委員会事務局に出向です。今は管理者からの辞令でございます。給食課長並びに一番最後

の業務第２係長までにつきましては、教育委員会のほうから新たに辞令を交付するということでござい

ます。 

 

○教育委員 

なるほど、それで、わかりました。 

 

○給食組合事務局長 

この決裁につきましては、教育長にいただこうと思っております。今後、こういう案件がございまし

たら、教育委員会会議の中で、報告という形でさせていただきたいと思います。人事の案件だけで臨時

の教育委員会会議を開くというのは、先生方もお忙しいことと思いますので、市のほうも慣例で、その

ようにさせていただいておると思いますので、この場で、よろしくお願いしておきます。 

 

○教育長 

発令式、セレモニーのようなものはあるのですか。 

 

○給食組合事務局長 

起案で回させていただきます。こういう形でさせていただきたいと、教育長の決裁をいただきたいと

思います。 

 

○教育長 

では、報告のほうにいってもよろしいですか。 

それでは、２の報告事項のほうにまいります。報告第１号、平成２６年度給食会決算報告について、

どうぞよろしくお願いします。 

 

○総務課参事 

別冊で資料を付けさせていただきました。会計決算書をご覧いただきたいと思います。第４４期という

ことで、平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までのものでございます。表紙をおめくりくださ

い。左側に藤井寺市柏原市学校給食会事業報告書ということで記載させていただいております。昭和４６

年から給食事業を開始しまして、４３年が経過しております。これまで大きな事故なく、給食をさせてい
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ただいております。保護者負担額ということでございますが、平成２６年度は月額で、小学校の低学年が

３,７００円、中学年３,８００円、高学年３,９００円、中学生につきましては４,３００円の月額で、年間

１１回頂戴しております。１食当りの食材料費の年間平均額は２５１円９１銭となっております。 

理事会及び委員会活動等につきましては、先ほど課長のほうからご説明させていただいたとおりでござ

います。次に１ページをお願いいたします。単年度収支ということでございまして、左側、収入の部でご

ざいますけれども、給食事業収入といたしまして、５０７,１６７,７５６円ございました。内訳といたし

まして、給食費収入５０６,６７６,５７６円でございます。試食費収入といたしまして４９１,１８０円で

ございます。 

これらにつきまして、４ページに明細書をつけておりますので、お開き願いたいと思います。４ページ、

給食事業収入明細書でございます。１、給食費収入額でございますが、藤井寺市１０校、柏原市１６校、

八尾支援学校と給食組合の２８の納付者別の、給食の無い８月を除いた１１ヶ月分の給食費の合計でござ

いまして、納付金額の多いところから順に記載しております。藤井寺小学校の４１,４６９,８９６円から、

最下段、堅上中学校の２,８５６,４０６円までの合計、５０６,６７６,５７６円となっております。 

この中の、八尾支援学校でございますが、大阪府立の支援学校でございまして、大阪府からの依頼に基

づきまして、平成２４年度から平成２６年度までの３年間、当給食センターで調理しました給食を提供し

ておりました。その提供しておりました分の平成２６年度１年間の給食費収入額ということでございます。

こちらにつきましては、平成２６年度で終了いたしましたので、今年度からは、支援学校に給食は持って

行っておりません。 

次に試食費収入でございますが、幼稚園児等の試食分が、２１６,７２０円。各小学校のＰＴＡの方々な

どの試食分が、２５８,９６０円。中学校ＰＴＡの方々などの試食費が、１５,５００円となっておりまし

て、その合計、４９１,１８０円が試食費としての収入でございました。 

恐れ入りますが１ページに、お戻りいただきたいと思います。 

次に給食事業外収入でございますが、１２８,８７７円ございました。内訳といたしまして、不用品売却

が、１２８,７００円となっております。この不用品売却と申しますのは、給食に使用します食材料が入っ

ておりましたダンボール箱、これをリサイクル業者に売却した収入でございます。預金利息、１７７円。

これは郵貯銀行の貯金につきます利息でありまして、平成２６年４月１日と１０月１日に発生した貯金利

息の合計でございます。給食事業収入と給食事業外収入の合計、５０７,２９６,６３３円が、平成２６年

度１年間の収入の合計ということでございます。 

続きまして、右側、支出の部でございます。給食事業費用といたしまして５０６,６５１,３２９円、こ

れはすべて給食の食材料費でございます。恐れ入りますが５ページをお願いいたします。 

給食材料費明細書でございます。主食のパン代金としまして、３２,８４０,３５５円。米飯代金としま

して、７５,７６７,８８６円。副食代金が、２９４,７４０,０６４円。牛乳代金が、１０３,３０３,０２４

円となっております。これらの合計、５０６,６５１,３２９円が、給食材料費としての１年間の支出とな
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っております。ちなみに、当給食センターでは、週５回の給食の内、１.５回、２週間に３回がパン給食。

残りの週３.５回が、ご飯給食の日ということで実施させていただいております。 

恐れ入ります。もう一度１ページのほうにお戻りください。 

次に給食事業外費用でございますが、２０５,３０８円。これはすべて、振込み手数料でございます。こ

れにつきましても、うしろ６ページに明細書をつけておりますので、ご覧ください。 

６ページ、振込手数料明細書でございます。給食会では、学校から給食会に、毎月、給食費を振り込む

際に発生する手数料につきまして、給食会の負担とすることとしております。その必要となりました手数

料の１年間の合計でございます。各校の取引先の金融機関によりまして１回あたりの手数料に違いがござ

いまして、それぞれ金額も違ってきております。道明寺南小学校から藤井寺中学校までの振込み手数料を

金額の多いものから順に記載しております。平成２６年度、振込手数料としての合計金額が、２０５,３０

８円となったものでございます。 

今一度、１ページにお戻りください。 

以上、収入の合計金額から給食事業費用と給食事業外費用を差し引きしますと、４３９,９９６円となり、

これが平成２６年度の剰余金ということになりました。この剰余金につきましては、後ほど、ご説明させ

ていただきます。以上、支出の部の合計が、５０７,２９６,６３３円となりました。 

続きまして、２ページをお願いいたします。貸借対照表でございます。左側、資産の部でございますが、

現金預金といたしまして、４０,１５４,１９９円でございます。こちらも明細書を７ページにつけており

ますのでお開き願いたいと思います。１の現金でございますが、現金手許有高はございませんでした。預

貯金といたしまして、４０,１５４,１９９円の残高がございました。次のページに残高証明書の写しを付

けておりますので、ご確認をお願いいたします。 

今一度、２ページのほうにお戻りください。次に未収金でございますが、１,３４７,６２９円となって

おります。この未収金でございますが、平成２５年度末より、各学校から給食会への給食費の納入につい

ては、各ご家庭から学校に入金された金額だけをお振り込みいただくことになりました。その関係で、滞

納のご家庭がある場合、学校から給食会に振り込まれる給食費に不足額が生じます。今回の決算では、平

成２６年１２月分から平成２７年３月分までの不足額が、給食会としての未収金として挙がってきており

まして、その合計額が、１,３４７,６２９円となったものでございます。 

次の立替金でございますが、こちらも滞納となっております給食費ではございますが、この滞納とな

っております給食費のうち、平成２６年１１月までの分で、滞納期間が、この決算をいたします３月末

時点で４ヶ月以上であるため、滞納給食費の回収事務が、給食会に移管されたもので、給食会として立

替えております合計金額が、そちらに記載のとおり、２,１４４,４５８円となったものでございまして、

この立替金につきましては、給食会事務局から直接、各ご家庭に請求することとなっております。それ

らの合計、４３,６４６,２８６円が、資産の部の合計ということでございます。 

続きまして、右側、負債の部でございますが、未払金といたしまして、３９,０１１,１２９円ございま
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した。うしろ８ページに明細書をつけておりますので、ご覧ください。８ページ、未払金明細書でござい

ます。給食用物資代金の支払いは、使用いたしました月の翌月払いとなっている関係で、この未払金が発

生しております。ここに記載されております分はすべて３月分の食材料費でございます。これらにつきま

してはすべて、４月末までに支払いを完了しておりますので、併せてご報告しておきます。 

再度、２ページにお戻り願いたいと思います。前期繰越剰余金でございますが、これは平成２５年度か

ら繰り越された剰余金でございまして、４,１９５,１６１円となっております。次の当期未処理剰余金は、

先ほど収支計算書でご説明いたしましたように、４３９,９９６円となっております。これらを合計いたし

まして、負債の部の合計が、４３,６４６,２８６円となりました。 

次に３ページ、剰余金処分計算書でございますが、１、前期からの繰越剰余金、４,１９５,１６１円、

これは、先ほど申しましたように平成２５年度から繰り越された剰余金でございます。先ほどの当期の剰

余金が、４３９,９９６円となり、このふたつを合計いたしました、４,６３５,１５７円を去る７月１６日

の給食会理事会で、平成２７年度に繰り越しするご決定いただいております。 

今一度、表紙をめくりましたところの右側をご覧いただけますでしょうか。ここに決算審査意見書をつ

けております。ただ今、ご説明申し上げました決算につきまして、平成２７年６月１７日に会計監査をし

ていただき、全て正確にして相違ないことを認めていただきましたので、併せてご報告させていただきま

す。 

以上、第４４期の会計決算につきましての報告を終らせていただきます。 

 

○教育長 

はい、ご報告いただきました。ありがとうございました。何か、ご質問、ご確認等、ありますでしょ

うか。 

よろしいでしょうか。 

はい、ありがとうございます。では、報告の第２号、平成２７年度一般会計補正予算について、よろ

しくお願いします。 

 

○給食課長 

平成２７年度一般会計補正予算について、資料２をご覧いただきたいと思います。学校給食組合に新

たに教育委員会が設置されたことに伴いまして、組合議会におきましても、関係条例の整備や教育委員

の任命につきまして、ご可決ご同意を賜ったところでございます。今後、新たに教育費としての予算が

必要となりました。まず、歳出でございますが、教育委員３名の年度末までの報酬、教育長の交際費、

教育委員会の公印の作製など合計７８，０００円をそれぞれ科目ごとに予算計上したものでございます。

歳入につきましては、補正の財源といたしまして、全額、款１分担金及び負担金で、児童生徒割分でご

ざいまして、藤井寺市分として３７，０００円、柏原市分として４１，０００円を増額補正いたしまし
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た。以上、簡単ではございますが、平成２７年度一般会計補正予算の報告とさせていただきます。 

 

○教育長 

はい、ありがとうございました。この報告第２号で、何かございますでしょうか。 

はい、特に無いということでございますので、報告事項は以上をもって終わっていただきます。それ

では、一応、議決案件、報告案件等、終わりましたが、全体をとおして、何かございますでしょうか。 

 

○教育委員 

これは案ですから、２ページの規則の第何号のところが、空白になっているところは、埋めて出して

いただくということですね。 

 

○給食課長 

そうでございます。 

 

○総務課参事 

今回が最初でございますので、議案の第１号は、規則の第１号という形になろうかと思います。 

 

○教育長 

そうですね。 

それでは、会議録署名の後、公表ということになるわけですね。 

 

○総務課参事 

はい、そうでございます。 

 

○教育長 

はい、それでは、次回の日程等は。 

 

○給食課長 

１１月の中頃に組合議会がございまして、給食組合の決算認定がございます。 

 

○給食組合事務局長 

どうさせていただきましょうか。平成２６年度決算につきましては、教育費としての予算はいただい

ておりませんが。 
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○教育委員 

１１月末は、決算の報告だけですか。案件としては。 

 

○給食組合事務局長 

一応、人事案件と組合に関する条例改正などがありましたら。 

 

○教育委員 

組合関係の条例改正の提案は、どこがするのですか。 

 

○給食組合事務局長 

総務課です。 

 

○教育委員 

教育委員会の組織では無いほうが条例改正の提案をするんですね。 

 

○給食組合事務局長 

そうでございます。 

 

○教育委員 

それなら、教育委員会議の議決をもって上程する必要はないわけですね。 

 

○教育長 

そうですね。 

 

○教育委員 

それなら、１１月は、する必要が無いですね。案件が無いですからね。次年度の予算要求については

無いんですか。 

 

○給食組合事務局長 

まだです。財政査定が、一応、１２月。理事者査定が１月。それから２月に、当年度の補正予算並び

に次年度の当初予算。 
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○教育委員 

その時には、組合議会の前に教育委員会議をして、教育委員会から、教育委員会の関連予算だけ、上

程前に。 

 

○教育長 

そうしましたら、また、日程のほうは調整していただけますでしょうか。 

 

○教育委員 

場合によっては、無いかもしれないということですね。 

 

○給食課長 

２月に理事会がございまして、新年度の給食についてご承認いただく案件がございます。 

 

○教育委員 

それは２月ですね。それでは、この１１月は、案件が無ければ２月ということですね。 

 

○給食組合事務局長 

市のほうも、教育委員会議を３月議会の時に、予算提出される前に、この予算を提出しますという報

告をされておられますか。 

 

○教育委員 

関連議案があれば、提出前に、教育委員会議を開いてますね。 

 

○総務課参事 

予算については何月に審議されておられますでしょうか。 

 

○給食組合事務局長 

教育委員会議の中では、予算の審議はされないのですね。 

 

○教育委員 

審議はしませんね。報告だけですね。報告だけ。 
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○総務課参事 

報告ということでよろしいのでしたら、私どもとしましては、２月に予算に関します組合議会もござ

いますし、理事会もございますので、それらが終わった後で、予算についてのご報告をさせていただい

て、次年度の事業計画でございますとか、そういったあたりの理事会での決定事項をご承認いただくと

いうような形ということで、２月下旬頃に第１回定例会をお願いさせていただいて、その後、７月の中

下旬頃に、給食会の決算が終わりますので、それ以降の７月下旬ないしは８月上旬頃に第２回目の定例

会と、そして１１月頃に組合のほうの決算認定がございますので、認定された組合の決算についてのご

報告を１１月下旬か１２月上旬頃にお願いするということでよろしければ、そういった日程でお願い出

来ればと考えております。 

 

○教育長及び委員一同 

    「そうですね」の発言 

 

○総務課参事 

今年の１１月につきましては、先ほど局長が申しましたように、平成２６年度の決算については、教

育費という部分が出てまいりませんので、１１月議会の後に決算の報告をする必要が無いのではないか

ということで、このまま、特段何もなければ、平成２７年は今回限りで、次回については平成２８年の

２月下旬頃ということでお願い出来ればと思いますけれども。 

 

○総務課課長代理 

組合議会に予算を上程する前に教育委員会議を開かなくてもよろしいでしょうか。ご報告だけという

ことで。 

 

○教育委員 

組合議会に次年度の予算を上程するわけですね。 

 

○給食組合事務局長 

それを受けて、分担金でもらいますので、市の予算の中の教育費に、組合の予算が含まれることにな

ります。 

 

○教育委員 

教育費の予算も、必要な都度、報告をいただいて、それを受けてからというのではなしに、議案とし

て上程する分だけですね、事前にしているのは。 
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○教育委員 

そうですね。 

 

○給食組合事務局長 

予算に関連しない議案ですね。 

 

○教育委員 

そうです、予算に関連しない議案だけです。もちろん、重要な案件なら、その都度、お聞きしたりは

します。 

 

○給食組合事務局長 

教育委員会議で決定しなければいけない大きな事業のことなどですね。 

 

○教育長 

私が、組合議会に定席で出席するんです。ですから、まったく知らないというのもねぇ。関連で何か

質問されるということもあるのでねぇ。 

 

○総務課参事 

一応、次年度の予算につきましては、１２月の初旬頃に財政査定があり、１月に理事者の査定がござ

いまして、これらが終わってから議会ですので、そこはずいぶんと近づいてしまいますよね。理事会が

終わってからと、議会の前ですと。 

 

○教育委員 

今、教育長が仰ったように、議案の中にあるんだったら。 

 

○給食組合事務局長 

予算を提案するのは理事者である管理者ですからね。 

 

○教育委員 

事務的に、教育長に報告しておくということでは、いかがですか。 

 

○教育長 

それで結構です。 
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○給食組合事務局長 

当然、次回からは、議会開催の時に、この議案でいきますというのは、教育長も決裁権がありますの

で。 

 

○総務課課長代理 

では、事後報告ということでよろしいですか。 

 

○教育委員 

教育委員会議としては、それで良いと思います。 

 

○教育長 

それでは、次は２月ですね。 

 

○給食組合事務局長 

今日の報告第１号で、決算報告について、先ほど、承認ということになりましたので。 

 

○教育委員 

決算書は、決算付属明細書以下は要らなくて、この前だけで良いですね。 

 

○給食組合事務局長 

それを起案か、承認いたしますか何かのものを作って、今日の結果として、それについては公示はし

なくても良いと思いますが。あくまでこれは、報告事項でございますので。 

 

○教育委員 

今日の会議で、報告に加えて、承認も入ってきたので、議決しないといけないですね。 

 

○給食組合事務局長 

議決事項になるのですね。 

 

○教育委員 

今日の案件とすれば、すでに承認したことになりますね。そういう議事録にしておけば良いと思いま

す。 
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○給食組合事務局長 

承認と入れて。 

 

○教育委員 

前の会議で、承認という文言を入れるということになったから、報告案件であったけど、急遽、承認

をしたということで。 

 

○総務課参事 

次年度以降は、議決事項としていくということで。 

 

○教育長及び委員一同 

    「そうですね」の発言 

 

○教育長 

それでは、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 会議事項が終了したので、閉会を宣する。           午後４時１２分 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 


